
服のチカラで、
社会貢献の第一歩を
踏み出そう
―貴社の学校向け学習プログラムは
　　どのようなものですか。

　ファーストリテイリングでは、2013年から、全国の小
学校・中学校・高等学校を対象に、「届けよう、服のチカ
ラ プロジェクト」という次世代教育プログラムを実施し
ています。同プログラムでは、子どもたちが難民支援のた
めに集めた服を、UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）
を通じて、難民キャンプなどに届ける活動を行っています。

株式会社ファーストリテイリング
（ユニクロ・ジーユー）
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ビジネス・社会課題解決連動チーム リーダー
岡田 恵治（おかだ  けいじ）

―学習プログラムの特長はありますか。

　最大の特長は、出張授業後に、子どもたちが社会貢献の
ために実際に行動を起こせる点です。出張授業では、難民
支援に対する理解を深めるために、社員講師による映像や
資料を使います。授業後の活動では、ポスターを作成する
など、子どもたち自ら地域に向けた情報発信を行い、難民
キャンプに届ける服を集めます。集められた服は UNHCR
を通じて難民の方々の元に届くので、子どもたち一人一人

―プロジェクトが生まれた背景を
　　教えてください。

　2006年から UNHCR とともに難民支援の活動に取り
組んできましたが、活動を続ける中で、自分たちのビジネ
スである「服」を生かした支援ができないかと考えるよう
になりました。そこで、お客様が着なくなった服をユニク
ロやジーユーの店舗で回収し、まだ着られる服を難民キャ
ンプに届ける活動を始めました。服を届ける中で分かって
きたのは、子ども服が足りないということでした。難民の
40％は子どもであり、店頭で集めた服だけでは十分な支
援ができなかったのです。そこから、難民の子どもたちと
同じ世代の日本の子どもたちに服を集めてもらう活動を通
じて、国際理解を深める学校との協働プロジェクトへと発
展していきました。

―プロジェクトを続ける中で、
　　どんな変化がありましたか。

　10年以上この活動を続ける中で、社会貢献という観点
だけでなく、環境配慮の観点での活動の重要性が高まって
きています。服は環境負荷が高いと言われている商品です。
服の原料には、綿や羊毛、石油などの資源が多く使われて

が社会貢献に対する実感を得られるとともに、ほかの社会
課題にも目を向け、次の行動を起こすきっかけへとつな
がっていきます。

環境教育

全国のユニクロ・ジーユーの店舗の社員を中心に、400名以上の
講師を学校に派遣して、出張授業を行っています。

図１

子どもたちが作業する様子図２
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1　コーポレート型探究学習の意義
　本校の探究学習は、学年全体で授業の一環として行われ
るプログラムと、希望者が主体となって取り組む課外活動
として行われるプログラムに分けられます。ファーストリ
テイリング社と協働した本活動は、希望者対象のプログラ
ムとして実施しました。実際に基幹産業として社会を動か
す企業と学校が連携し、ふだんの授業では味わうことがで
きない資本主義社会における企業の在り方、リアルを学ぶ
活動は、生徒の将来を考える際の大きな指針になると考え
ています。

2　生徒の「やってみたい」から始まった本活動
　本プログラムへの参加は、ファッションに興味のある高
校３年生の生徒の提案からスタートしました。本校では生
徒の自主性を尊重しており、生徒がプログラムを発案し、
学校全体を巻き込んで実現するケースは少なくありません。
今回は中学１年生から高校３年生まで40名程度の有志生
徒が集まり、活動がスタートしました。ファッションに興
味のある生徒から、ユネスコスクールとして世界の難民問
題に関心を抱く生徒、さらには将来への漠然とした不安か
ら「とりあえず話を聞いてみよう」と一歩踏み出した生徒

まで、その参加理由はさまざまでした。教員としても、こ
のような課外活動には大きな意義を感じました。

3　世界とのつながりを実感した回収活動
　約２週間にわたる子ども服の回収活動では、ダンボール
15箱分もの衣類が集まりました。生徒はこの活動を通し
て、少しでも難民の人たちの助けになりたいという気持ち
が高まっただけでなく、子ども服という身近なアイテムが
もつ可能性や、自分たちの生活レベルが世界の反対側とど
のようにつながっているかを実感してくれたようです。こ
うした小さな活動が、生徒たちの将来の選択や社会への意
識を少しずつ後押ししていることを願いつつ、今後も探究
学習の機会や活動を幅広く提供し続けたいと考えています。

―全国の先生方や子どもたちに向けて、
　　メッセージをお願いします。

　我々は企業として、また、社会の一員として、皆さんと
一緒に社会貢献活動に取り組むことが、社会を変える大き
なチカラになると信じています。一人で集められる服には
限界がありますが、プロジェクトを通じて服を集めれば、
100万枚以上の服を難民キャンプに届けることができま
す。社会貢献や環境配慮について学んだ後の次の一歩とし
て、「届けよう、服のチカラ プロジェクト」に、ぜひチャ
レンジしてみてください！

いますし、工場で服を作り、輸送する際にもエネルギーを
使います。一方で、破れたり、飽きたり、サイズが合わな
くなったりした服は着られなくなり、捨てられてしまいま
す。環境に負荷をかけて作られた服が、簡単に捨てられる
ことで、また環境に負荷をかけてしまうのです。我々は服
を作る者の責任として、服の寿命を延ばし、役割を拡大し
ていくためのさまざまな活動に取り組んでいます。学校へ
の出張授業はその一環で、「服を捨てる前に自分たちにで
きることがないかを考えてもらいたい」という想いから活
動しています。

集めた服を生徒が箱詰めする様子図５

同社の取り組みは、
東京書籍が運営する
SDGs 学習サイト

「EduTown SDGs」
でも紹介しています。

図３ 「届けよう、服のチカラ 
プロジェクト」のお申
し込みはコチラから。

図４

服のチカラで世界を笑顔に
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